
浸透性撥水剤 051ライン
コンクリート用浸透性吸水防止剤

■特長

・素材に深く浸透し素材と反応して内部に強力な防水層を作ります。

・撥水性で外部からの吸水を防ぎ、コンクリートやモルタルなどの凍害を防止します。

・カビやコケの発生を抑制するとともに、防汚性にもすぐれています。

・透明性で外観を変えず、塗膜は通気性があります。

・上から塗料を塗る事ができます。（ただしコンクリート系の被塗物に適性のある溶剤型塗料や弱溶剤型塗料に限ります。）

■被塗物素材

・コンクリート、セメント、モルタル、レンガなど

■製品要綱

ハケ・ローラー

エアレス

■使用上の注意事項

・塗る面のゴミ、かび、こけ、油分、枯葉などの汚れや、エフロレッセンス、レイタンス、はがれかかった塗膜は取り除いてください。

・塗装中および塗装後24時間は5℃以下にならない場所で使用してください。また湿度が85％以上の場合は塗装を避けてください。

・絶えず結露が発生するような場所、用途での使用は避けてください。

・被塗物が新設か塗り替えの他、被塗物の種類や吸い込みの少なさなどの状況によって仕上がりに影響があるため、事前に確認のうえ

　使用してください。

・飛散防止のため必ず養生を行ってください。

・目違い、ジャンカ、コールドジョイントなどは、樹脂入りセメントモルタルで平滑にしてください。

（特に、表面上は小さい巣穴でも、中が大きな空洞になっている場合は、巣穴周辺が濡れ色になることがあります。）

・降雨、降雪、強風などの場合、または天候不良が予測されるときは外部の塗装を避けてください。

・新しいコンクリート、モルタルなどのアルカリ質素材は、含水率10％以下、ｐH9.5以下になるまで十分に乾燥させてください。

・塗装作業中および乾燥中は換気を十分行い、その後も塗膜が完全に乾くまでの間は、ときどき換気を行ってください。

・数値は標準的な塗装を行う際のもので、標準塗付量は塗装時のロスを考慮に入れた数値です。素地の状態、気象条件、塗装方法など

　によって異なる場合があります。

・塗装直後に風合いの変化または樹脂等の浮きが発生することがありますので、事前に塗付量を設定し試し塗りをしたうえで使用して

　ください。

・ムラなく均一に浸透させる為には、1度に厚塗りせず3回に分けて標準塗付量の範囲内で塗り重ねをしてください。

・塗装面が乾燥すると未塗装面との区別がつきにくくなる為、ブロック毎に中断せず、連続して塗装することをお勧めします。

・塗装後6時間(23℃)は雨水等がかかると、白亜化や製品本来の撥水性が発揮できない場合がありますので、水がかからないような養生

　の設置方法などに配慮し、換気を促してください。

・この製品は空気中の湿気と反応しやすいため、開缶後は密閉容器に保管するとともに、なるべく早めに使い切ってください。

・その他取扱いの際は製品容器の注意書きおよび安全データシート（SDS）をよく読み、注意事項を厳守してください。

本内容は予告なく変更する場合がありますのであらかじめご了承ください。
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\1,800.-/㎡（当該製品のみ・300㎡以上）
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該当物質なし

第３種有機溶剤等

第４類　第一石油類（非水溶性）
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透明

屋外の打放しコンクリート、モルタル、プラスター、スレート板、PC 板、
レンガなどの吸水防止
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